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　Computer　network　was　used　in　thc　class　of　mathematics　in　order　to　prom（）te　the　cooperative

thinking　that　renects　individual　thoughIs　of　pupils．　The　pupils　were　able　to　compare、　discuss　and

correct　their　ways　of　answering　to　the　same　qucstions　together　with　other　pupils毛hrough　mutual

interactions　in　Ihe　network．　It　was　observed　tha1，　by　doing　so，　they　can　learn　loglcal　th〔｝ught

naturally　by　themselves．　In　addition，　for　the　pupils　to　solve　the　problems　vividly　and　actively，　a

various　info㎜ation　fr〔）m　other　schools，　which　have　daily　interactions　with　our　school　through　the

internet，　was　also　introduced　in　the　class、　and　it　was　found　that　the　pupils　enjoyed　mathematical

activities　from　the　informalion　wlth　eagerness　and　enthusiasm．

　　【キーワード】　算数　　ネヅトワーク　　共同思考　　学校間交流

1．はじめに

　毎日の算数授業においては，子どもが自分なりに解決の見通しをたて，自分の力でねば

り強く解決できるようにすること，お互いかかわり合って思考を高め，分かったことを確

実に身につけて次の問題解決に生かす力にすることなどを大切に，学習指導を進めてきて

いる．しかしながら，児童たちは、身につける力も思考の仕方も個々に違うので，一人一

人に実感・納得をさせながら学習を進めていこうとすると，限られた時閻の中で行うこと

はなかなかできにくいものである．基礎・基本を確実に定着させるために，算数的活動や，

多様な考え方をねらう数理に練り上げていく共同思考を，効率よく行うにはどうすればよ

いかは重要な研究課題となっている．

　前任校（喬木第一小学校）にコンピュータ室が設置された折，子ども同±がネヅトワー

ク上で情報交換ができる学校教育用グループウェア「スタディノート」が導入された．こ

れは，自分で作成した情報を，電子メールで送ったり電子掲示板に張ったりして，容易に

発表や意見交換ができるソフトである．算数の学習において，このスタディノートは，共

同追究の場面で有効に活用できるのではないか，と考え実践を試みた．現勤務校にもこの
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スタディノートを入れてもらい，同じ学習ができる環境にして実践を続けてきた．さらに，

スタディノートにEメール機能がつき他校とのインターネヅト上での交流が可能になった

ため算数学習における遠隔地共同学習の実践も試みはじめた。

　本研究では，算数学習における共同思考がより効率よく行われるために，また意欲的に

算数的活動が行われるために，ネヅトワークを活用した指導を行い，ネヅトワーク上でお

互いの解法を比較検討したり修正し合ったりする学習のあり方や児童の姿を分析して，児

童が自分たちの力で数理を練り上げ理解を深めていく姿を明らかにすることを目的とし

た．

2．基本的な考え方

　教室で行う算数授業の多くは，まず一人一人が問題解決の方法をノートや学習カードに

書き表し，その中から検討させたい解法を教師が選んで，板書させたり発表用紙に書かせ

たりする．そして，とりあげたいくつかの解法を発表させ比較検討する話し合いをしなが

ら，ねらう数理へ統合整理していく．この方法は、どんなに手際よく授業を進めていこう

としても，二度手間になったり他の児童を待たせたり，共通意識を持たせにくかったりし

て，時間的にも児童の意識の流れの上でもたくさんの無駄を作っていると反省することが

多い．この無駄を少しでも減らし，意欲的に共同追究していけるために，さまざまな手だ

てを講じてきた．例えば，

　一つ目は、少人数のグループ学習の取り入れ．まず5分間は一人で考え，解法をカード

に記録．次にやり門別グループ（解決のやり口や手法が同じ）になり，お互いの解法を見

合ったり不明な点や疑問点を明らかにする話し合いをしたりする．そして「致したところ

で，解法を発表用紙に書き掲示する。その後全体学習に入り，他のやり口による解法との

比較検討を行っていく．これは，ひとりひとりの考えが生かされ算数的な思考活動も充実

しているのであるが，大変な長丁場で1時間の中で解決できないことの方が多かった。

　二つ目は，ひとりひとりが問題追究した後，解決の過程をわら半紙大の記録用紙にマジ

ヅクで書き表し，だれが発表してもよいようにする．教師の共同追究計画により関連づけ

ながら発表させ，できるだけ多くの児童の考え方が生かされるようにする。これは，1年

生でも喜んでやり、自分の解法をみんなに見てもらえるように、カラフルに絵図を書いた

り言葉をつけて説明したりできた．個の追究がスムーズにできれば，時間的な無駄は省け，

比較検討に時闘が費やせる．しかし，わら半紙大の発表資料は，比較検討するにはまだ見

にくく低学年児童の意識をつなげていくには，苦労するのも事実であった．

　そして三つ目は，本実践研究にかかわるスタディーノートの活用の試みである．自分の

考えを表現し，友だちと考えのやりとりができるこのグループウェアソフトは，算数学習

の共同追究場面で有効に活用できるものであると考えた．

　まず，自分のノートと同じ感覚で問題解決の過程を入力していく．次に電子掲示板にノ

ートを張り自分の解法をみんなに見てもらえるようにする．そして友だちの解法を自分の

画面に引き出して見，学習目的に合わせての意見交換を行う．児童たちは，この意見交換
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を通して自分の考えを振り返ったり別の考え方に気づいたりして理解を深めていくことが

できる。また，お互いのノートが容易に見合えるという点やどの児童も主体的に共同思考

に参加する形がとれるという点で，時間的にも内容的にも効率よく学習を進めていくこと

が期待できる．はじめは、操作に手間取り時間もかかるのだが，これは解決されていく．

　やがて，コンピュータの便利な機能を用いて絵図や言葉で自分の考えを表現できるよう

になると児童たちは表現することを楽しむようになる，またコンピュータを自分の考えを

表現し伝える道具として自由自在に使えるようになると，お互いの考えを見合ったり意見

交換したりしながらよりよい考え方に統合整理していく学習も効率よく行われるようにな

ると考えるのである．今後，一人一人が実感・納得をしながら確実に学習内容を理解して

いくために，この実践を進めていきたい．

3．実践研究の方法

（Dネットワークを利用して共同思考をする場面を仕組む

　　　ネットワーク上での共同思考は，児童が自分の解法を示したノートを掲示板に張り，

　　友だちのノートを自分の画面にに引き出して見合うところがら始める．

　①お互いの解法をネットワーク上で見合い共通点に着目させることを通して数理に気づか

　　せていく

　　3年単元「分数」（同分母分数のたし算）の学習において，自分で考えた同分母分数

　　たし算の仕方を電子掲示板に張って発表し合い，たし算のやり方についての共同追究

　　を行う，共同追究のさせ方のポイントとして，お互いのノートを見合う観点を明確に

　　し，主に考え方の共通点に着目させて話し合うようにする。

　②お互いの解法をネットワーク上で修正し合うことを通して数理を理解・定着させていく

　　2年単元「かけざん」（かけざんの意味を理解する場面）の学習において，問題の意

　　味をとらえて絵図に表したり立式ができているかどうか，電子掲示板上で見合い，考

　　え方の良さに着目したり修正し合ったりすることを通して，かけ算の意味についての

　　理解を深めていく．友だちのやり方の良さや修正点等を伝えたいときは，電子掲示板

　　の返信機能を使って行う．

（2）インターネットで交流している遠隔地の学校の情報を算数学習に生かす

　　・2年単元「100cmをこえる長さ」の学習において，学校間交流をしていた信濃町

　　　立古海小学校の2，3年生からメールで送られてきた雪情報をもとに，積雪の高さ

　　　を調べたり比べたりする算数的活動を行うことを通して，100cmをこえる長さに

　　　ついての理解を深める．

　　・算数的活動の結果はスタディノートにまとめ，学習情報として古海小に送る．

4．3年分数の授業の実際

（1）指導場面

　　同分母分数同士のたし算の答えは，単位分数のいくつ分同士をたし算して求めること

　　を理解させていく．．
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（2）子どもたちが．予想して追究したやり方

　A　1リットルの図と図を合わせて

　　　　考える

　B3／7リヅトルとi／7リヅトル
　　　の部分を合わせて．考える

　C　 3／7リヅトノレ1こ圭／7リヅトノレ

　　　を移して考える

　D　1／7リヅトルのいくつ分で考え

　　　る

　　　　　Cのやり方

常識盛1；塾ll塾±i

　　　　　導　触　　　　一と£を、一鞭

　　　　　　　　　　　篇想誤
？章　　　　　　　　　　　　一　　　　ξこ・なりました。i

Bのやり方

轡簗醸∫1軽妙逆雪

i野轡墜子）だ肥．＿
灘・…鰍・・簾・臨

1断言禰藪llL．

Dのやり方

　　紡ごジ。一鳶3．弱到，、．、

　　　　　　フ

1讐警号
［や肪i荷痴葡じぐδ死
せつむい

　　ま艀Zは・＋ミが3つ舵からも摯と

？0十撃齢せてこた融与ズ縛す・

；なぜかというと詳く2つ公てユとかをやったから

　　　　　3　　　　　　3
　二蒼σ〉めし｝≠罫匹や与U婁r1ゴ冨馬

（3）共同追究場面

　　各解法を発表し合い，どのやり方も「1／7リヅトルのいくつ分の和で求められる」

　という共通性があることに着臼させ統合整理していく．

（4）共同追究のさせ方

　①各自，自分の解法をスタディノートの電子掲示板にはる。

　②掲示板に貼られた友だちのノートを自分の匿顧に引き出し，次の観点で友だちの解

　　法をみる。　　　　a自分と同じやり方で求めているのはあるか

　　　　　　　　　　　b友だちのやり方をみて，どんなことがわかってきたか

　③学習カードにメモしたことをもとに発表する。その中で同じやり方としてあげられ

　　た．子どもの解法を発表させる．

　④発表されたやり方の，考え方のポイントを明確に押さえる．このことを通してどの

　　やり方も1／7リヅトルの和で求める考え方に共通していることに気づかせる、

（5）実際の共同追究場面

　
子T
M
T

自分とこんな考え方が嗣じだったよ，という人がいたら発表して．ドさい．

○君が同じでした，やり方って蕗うか需葉（説明σ）仕方）が同じでした．

（M子はAのやり方と類似）

O男さんに先に説明をしてもらいます。
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　　0男（Dのやり方参照）　ぼくは、前のノートをみたら「1／3が2つで2／3」と

　　　　考えたから、そのやり方で答えを逆しました。3／7リットルは1／7リヅト

　　　　ルが3つ分だから，もう一つの！／7リヅトルを合わせて4／7リットルにな

　　　　　りました．

　　丁　　前の考え方を使ってたし算の仕方を考えたんだね．（ここで、3／7リヅトル

　　　　は1／7リットルが3つ分、！／7リヅトルは玉／7リヅトルが1つ分、合わせ

　　　て1／7リットルが四つ分で4／7リヅトルになることを確認）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐸髭、轟隠凱一駆篠．3纏≒禦獅咳．麟磁彫り篤一ワ雛執尽嚇辣、茸長・ハ　i
　　　　4／7リヅトルになります。

（6＞考察

　　・この共同追究の場面では，なかなか自分の考えに自信が持てなかったM子が活躍し

　　た。これは，掲示板に張られた友だちの解法を見ているうちに，共通した考え方が多

　　いことに気づき自信を得たと考えることができる．補助教具を操作して答えを求めた

　　K男（Aのやり方）も，友だちの解法を見て自信を持つことができた。このように共

　　通点に着目させながら友だちの解法を見合う活動は，多くの児童に自信や確信を与え

　　数理獲得への近道になったと感じる．

　　・この学習にどんなカをつけさせるために何に気づかせたいのか，そのために見る観

　　点をどのように与えればよいのか，よく検討し明確にしておくことが，効率よく数理

　　を獲得させていくために大切なポイントとなることが明らかになった．

5．工鎌単元「かけざん」の授業の実際

（D指導場面

　　「基準量のいくつ分」という乗法の意味を理解させる場面（問題から，何が基準量で

　　何がいくつ分の数になるのか意味をとらえ，正しく立式できるようにする）

（2）学習方法

　　①学習悶題をデーターベースから自分のスタディノートにコピーする。

　　②問題文を読み，1つ分の数はどれか，いくつ分の数はどれか，絵図に表す，

　　③立式し答えを求めてから，電子掲示板に貼る．

　　④掲示板に張られた友だちの解法を見ながら，自分のやり方を見返す．また，友だち

　　　のやり方で気づいたことが出てきたら，友だちのノートに自分の考えを書いて送る。
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　⑤それぞれか，自分のやり方を確かめたり見直したりてきたら，チータへ一スに入れ

　　る．（まとめ学習ては，基準量といくつ分の読みとり方をしっかり押さえる）

（3）授業の実際

　①友だちのノートをみて自分の聞違いに気づいたA予

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　君臨離可
　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　お　　　かがげ　へま
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i　嘆∵轄寒　　　一難獣縫i　　l妻
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　A子のノートに対し，左の様な

メヅセーシを送る子ともいたか，

A了肩身もみんなのノートを見て

自分の誤りに気づき修正。

　まとめ学習の時，

「私は，いくつ分を絵のカフト虫

の数にしていることか分かりまし

た。」

と発言していた。

②基準量といくつ分の関係をつかめていない友だちにメッセーシを送る

嚢灘叢．続載議璽ざ夢語瓠無縁謄　紅爆総
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③自分のノートを分かるようにまとめ直したY男

　このメヅセーシを送られたS男

は，1つ分の数といくつ分の数を

塁壁見直し，修正した。

　このように，メッセーシを送っ

てもらうことによって，自分の誤

りを修IFてきた例かいくつかみら

れた．こんな学習をするうらに，

基準墨か後に示された問題も，は

しめの頃と比へ正解率か高くなっ

てきた。
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　友だちから自分の説明がわかりにくいことを指摘されたので，もっと分かるようにま

とめ直している．立式の根拠を自分なりに精一杯説明していることが分かる。

（の考察

　要素に着目して問題を解く力をつけるために，つまずきやすい問題を与え，ネヅトワ

ーク上で解法を見合い，自分たちで修正し合う学習を行ってきたところ，3つの問題に

取り組ませる聞に，その力はついてきたように思われる．それぞれのメヅセージをみる

と，子どもたちの見る視点が，ねらいにかかわっているものであることに驚く。

　この学習もはじめは，説明する

絵図を描いたりすることに苦労し

時間がかかった。しかし、子ども

たちの願いにそった図を用意して

スタンプ機能に入れてあげると，

「秘密兵器だ」と言いながら喜んで

使いはじめ，短い時間の中で，だ

んだんと整理されたまとめ方がで

きるようになった、

6。2年単元「100c圏をこえる長さ」の授業の実際

（1）「古海小の雪の高さをしらべてみよう」

　自分たちの地区ではまったく雪がつもっ

ていなかった12月に，古海小では60c阻

も雪が積もった，という情報を知り驚く．

！月に，右のようなメールを送って，その

返事を待ちわびながら，次のような調べ計

画をたてた．

藍古海小の雪の高さについての学習計画】

　岬山　　欝　一騒窯1叢託　1％鷺懸

1蓬識，　　　　　　　　　　　　　　　　｝
暴露賑鷺ん崇．誤認議ん泰．餐賢愚㌘夢一な寮l

l繕蹴蕊灘ll霧i
綿瞭凱

驚鱒

①古海小の雪の高さは，何m何cmあるだろう．

②雪の高さを，テープに示そう。

③山本小と比べてみよう。　ア　どちらがたかいか　イ　どちらがどれだけ高いか

　　　　　　　　　　　　　ウ　古海小の雪の高さは，山本小の三倍あるか

④古海小は，！2月より何cmたかくつもったか．

⑤古海小の積もった高さを何かとくらべてみよう．

　　　ア　自分の身長　　　　　　　　　イ　学校の門

　　　ウ　校舎のどのへんまであるか　　工　教室のどのへんまであるか

⑥古海小の雪の高さと同じ長さの物を見つけよう．

この中から自分が調べたいことを選んで，測ったり比べたりする算数的活動を行う．
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（2）授業のねらい

　100cmをこえるものの長さを調べる中で1mの単位を知った子どもたちが，メール

で送られてきた古海小学校の積雪情報によって積雪の高さが100Cmをこえているこ

とを知り，その高さをテープに表したり，mを使って表したり，山本の積雪の高さと比

較したりする活動を通して，100c田をこえる長さについての理解と量感を深める。

（3）授業場面

　①1月の雪情報がメールで送られて来る．

　どのくらい積もったのだろうかと，わくわくして待っていた子どもたち。メールをみ

てあちこちから驚きの声をあげる。「すつげ一」「予想と違う」「ぼくたち埋まっちゃう

そ」「先生も埋まっちゃう」など，など。

②自分の計画に従って算数的活動を始める．

　i．4人前後の目的別グループ（同じ調べ活動をする者同士で集まり）になり，！6

　　0cmの長さを青色テープに示す。

　江学習計画にそって，山本小の雪の高さなどと比べる学習活動をはじめる。

　凱結果が分かったら，つぎに調べたいことを個々に行う。

　iv調べた結果を，スタディノートにまとめる。

　v．結果をもとに，感じたことやさらに知りたいことなどをにまとめ，古海小に送る。

③調べた結果のまとめ

　ア．古海小の雪の高さ160c澱は　学

校のどのくらいの高さかを調べた

　　J男のノート

　J男は、／60c韮｝をテープにとると

計画をたてたようにすぐ教室を飛び出

し，校舎のどの辺か調べてきた。

160c磁とは，どのくらいの高さなの

か，具体物と比較することによって，

量感（長さの感覚）をつかんでいくこ
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とができたと思われる。

　さらにJ男は／2月より何。阻つもっ

たかを，ひき算によって嶺した、この

ようにひき算をして，山本小の積雪の

高さのちがいを出したり、山分の身長

とのちがいを出したりする児童は何人

もいた。しかも，この高さのちがいに

ついては，ちがいの分をテープにとり

数値を確かめることもしていた．長さ

　
ヒ
　
し

　の感覚を具体的な操作を通してをつかんでいく学習ができた．

イ．古海小の積雪の高さは，山本の何倍かを調べたN子のノート
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　由本小の積雪の高さ20Cmのテープを基準にして，160cmのテープは，それがいく

つ分あるかを調べる活動は，かけ算の学習をしっかりと応月訂している、扱う数値が大き

くなっても既習の手法を使えばできそうだというアイデアには感心した。累減方式（引

き算を繰り返す）で，侮倍かを求めるfもいた。

（の考察

①リアルタイムの生きた情報を教材化することにより，興味関心をもって意欲的に学習

　をすることができた。交流の内容がお互いの雪情報の交換である時に，ちょうど「1

　00c膿をこえる長さ」を学習する時期が重なり，子どもたちの興味関心に合致したも

　つともタイムリーな場面設定となった。そのため野想を遙かにこえる積雪状況をメー

　ルで確認した子どもたちの驚きようはすごく，積雪の高さ160c環について調べたい

　という追究意欲をもたせることができた．

②自分の活動に見通しを立ててぐいぐい活動をはじめる児童の姿がみられた．が，すぐ

　に活動に入れない児童もいたので，活動が多様に行われる場合は，どの子どももスム

　ーズに追究していけるよう，綿密な支援計画と手際よく机間指導する計画が必要であ

　る。
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③長さをテープにとったり身近なものと比較したりする活動により，100cmをこえる

　　長さを少しでも量感的にとらえることができた。また，直接比較，長さの引き算，か

　　け算の学習を応用するなど既習の内容をフルに使って追究に取り組む姿が見られた。

④古海小学校の友だちに，調べた結果を伝えるという目的があるために，わかるよう

　　にまとめる努力ができた．また，調べたことを根拠に自分の思いや考えを自分の言葉

　　でまとめることができた．

⑤教室生活の中でも，1メートルを越える長さに目がいきやすくなり，「何メートルく

　　らいはある」とか「違いは何メートルくらいだ」とかいう会話がふえてきた。十分長

　　さに親しめた学習場面であった。感動しながら学習ができた結果であるともいえる．

7．まとめ

（1）共同思考を可能にする条件の1つは，自分の考えを相手に分かるように伝えることで

　　ある．スタディノートに自分なりの解法をまとめるときは，みんなに公開するという

　　意識があるため，まとめ方を自ずと工夫するようになった。学習を重ねていく度に徐

　　々に簡潔なまとめ方ができ説明する力もつくようになる．そのために，あまり時間を

　　かけずにまとめられる形式や願いにそった図や表を用意してあげるなどの支援をし，

　　コンピュータ操作で手間取ることがないようにする配慮が必要である．

（2）ねらいにそった共同思考を効率よく行うためには，友だちのノートを見る観点を明ら

　　かにすることや考え方の良さ・共通点に着目させていく手だてをとることがポイント

　　である。それによって，お互いの考え方のよさに目を向けたり修正し合ったしながら

　　，数理に気づいていったり練り上げていったりすることができる．ネヅトワーク上で

　　自分の考えを見返したり立て直したりする学習では，主体的な姿を見せているので，

　　基礎・基本の確実な定着のために，しっかり行わせていきたい．

（3）3年分数の学習で，Dのやり方を発表した0男は，「前のノートをみて…」と発言し

　　ていた．これは，前に学習して記録したノートを振り返り，解決の手がかりにしてい

　　た姿である．スタディノートはポートフォリオとしての役割も果たしていることが伺

　　われる．今後このような活用を，児童自らが行えるよう考えていきたい．

（4）古海小学校から提供してもらった情報を算数学習に生かした授業を通して，空間を隔

　　てたリアルタイムの情報は，どれだけ感動的に生き生きとした活動をさせてくれるも

　　のであるかということを実感した。算数的活動を主体的に行えるようにする場面の工

　　夫の1つとして，今後も取り入れていきたい．また，これをきっかけにきちんとした

　　遠隔地共同学習も実現させていきたいと考える．
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